
リスクマネジメント研修
（講義＋演習セット）

プログラム例

目 的

■お問い合わせ先

➢ 全社的リスクマネジメントの導入と運用に必要な基本知識を習得すること。 
➢ 演習では、各部門の方々とリスクマネジメントについて話し合い、全社的なリスクマネジメントの現状

を把握する。これにより、全社のリスクレベルを向上させることができる。

株式会社ERM総合研究所
住所 〒211-0025

神奈川県川崎市中原区木月４－３３－３ ラコルト日吉1階
URL https://erm-sk.net/
メール  t.shibayama@erm-sk.net
担当 柴山 鉄也

内容詳細

対象者 ：リスク担当者、リスクオーナー、リスク管理部門メンバー など

研修時間：約2時間

研修方式：オンサイト、オンラインいずれも可能

研修人数：～50人程度を想定

プログラム、人数、時間等は、貴社状況に応じて調整させて頂きますのでご相談ください。

項目 概要 形式

オリエンテーション 開講挨拶・講師自己紹介

講義リスクマネジメント
の基本

• リスクマネジメントが求められる背景

• リスクマネジメントの概要

リスクの洗い出し

リスク分析・評価

リスク対応

モニタリング・改善

• リスクマネジメント体制と役割について

• 全社的リスクマネジメントとは

リスクマネジメント
の演習

４，５名のグループになって頂きます。
リスク洗い出し用のシートに従って、自部門に関係しそうなリスクの洗い出しを実
施し、そのリスクに対して評価まで実施頂きます。
1. リスク洗い出しの実施（個人ワーク）
2. 個人ワークで洗い出されたリスクについてグループディスカッション
3. リスク分析・評価（個人ワーク）
4. リスクの洗い出し及びリスク評価に対してグループディスカッション

グループ

ワーク

発表・質疑応答
1. 各グループリーダーは、洗い出したリスク、リスク評価結果を発表
2. 発表したグループリーダー以外の方との質疑応答

本研修では、リスク洗い出し及びリスク評価の演習を通して、以下２つのメリットを得ることができます。
１．網羅的なリスクの洗い出しを期待できるようになります。
２．他部門と評価レベルを議論することで、リスク評価の平準化が図れます。
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